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廃棄物系バイオマスの有効利用の現状 

～木質系バイオマス～ 
 

 

◆日 時：平成 20 年 11 月 21 日（金）13 時 00 分～14 時 45 分 

（第 19 回廃棄物学会研究発表会[京都大会]の最終日） 

◆場 所：京都大学 百周年時計台記念館 国際交流ホールⅢ 

◆テーマ：｢廃棄物系バイオマスの有効利用の現状～木質系バイオマス～｣ 

◆趣 旨：本研究会では廃棄物系バイオマスのうち、特に木質系資源に着目し、技術面、

システム面、制度面から事例調査や解析等を行い、その結果を報告するとと

もに、自治体担当者や事業者、学識経験者の方にもご参加いただき、具体的

な事例を交えてバイオマス事業の現状と課題、事業成立の要件等に関するパ

ネル討論会を開催する。 

◆パネリスト（五十音順）： 

小木 知子 様 【（独）産業総合研究所 主任研究員】 

        堤 恵美子 様 【（株）タケエイ 上席顧問】 

        西野 文智 様 【千葉県環境生活部資源循環推進課 副主幹】 

        秦 三和子   【（株）エックス都市研究所 ﾁｰﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ】（部会メンバー） 

   ◆コーディネーター：行本 正雄  【中部大学 教授】（部会メンバー） 

   ◆総合司会：  稲葉 陸太   【国立環境研究所 特別研究員】（部会メンバー） 
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◆プログラム： 

１．開会 ····················································· 13:00 

２．挨拶・趣旨説明 松藤 敏彦【北海道大学】（部会長） ··· 13:00～13:05 

３．部会からの活動報告 ·································· 13:05～13:15 

４．パネリストからの報告 ································ 13:05～13:55 

・西野 文智氏 千葉県バイオマスタウン事例 

・小木 知子氏 木質系バイオマスのガス化・メタノール＆液体燃料製造 

・堤 恵美子氏 廃棄物からバイオマス燃料化のスキーム 

６．パネルディスカッション ···························· 13:55～14:35 

７．会場からの質問 ···································· 14:35～14:45 

８．閉会 ····················································· 14:45 



リサイクルシステム技術研究部会 小集会作業メンバーリスト 

 

（敬称略） 

氏 名 所 属 担当 執筆 

松藤敏彦 北海道大学大学院工学研究科 部会長  

行本正雄 中部大学 工学部機械工学科 幹事長 ★技術

稲葉陸太 (独)国立環境研究所 循環型社会形成推進・廃棄物研究センター 幹事 ｼｽﾃﾑ 

大迫政浩 (独)国立環境研究所 循環型社会・廃棄物研究センター  ★ｼｽﾃﾑ

亀田泰武 クボタ環境エンジニアリング事業本部 幹事 ｼｽﾃﾑ 

田崎智宏 (独)国立環境研究所 循環型社会形成推進・廃棄物研究センター 幹事 ｼｽﾃﾑ 

秦 三和子 (株)エックス都市研究所 環境開発本部 新事業創出グループ 幹事 ★ｼｽﾃﾑ

足立眞理子 千葉大学大学院工学研究科  技術 

加茂 徹 
産業技術総合研究所 つくばセンター西事業所 

環境管理技術研究部門吸着分解研究グループ 
幹事 ★技術

早田輝信 (株)テルム 環境リサイクル本部 技術担当 幹事 技術 

藤井 実 (独)国立環境研究所 循環型社会形成推進・廃棄物研究センター  技術 

山脇 隆 （社）プラスチック処理促進協会 技術開発部  技術 

 

★は各グループの取りまとめ担当者 
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技術チーム 

「廃棄物系バイオマスの有効利用とその現状に 

関する技術調査」報告 
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システムチーム 

「木質バイオマス資源のエネルギー利用システム 

に関する調査」報告 
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